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●広州恒大が自チーム強化のため主催
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恒大足球学校



大会紹介

●広州恒大が自チーム強化のため主催

恒大杯2019(4月29日~5月8日)

●欧州１、南米１、アジア２、中国１を招待



パルメイラス(ブラジル)

アトレチコマドリード(スペイン)

蔚山現代FC(韓国)

江蘇蘇寧足球倶楽部(中国)

広州恒大FCスペイン (中国)

セレッソ大阪(日本)

参加チーム



大会紹介

●広州恒大が自チーム強化のため主催

恒大杯2019(4月29日~5月8日)

●欧州１、南米１、アジア２、中国１を招待

●2004年1月1日~12月31日生まれの参加



安達太良
（大）

木村誠之輔
（西）

和田健士郎
（西）

新谷陸斗
（大）

川合陽
（西）

末谷誓梧
（西）

上西剛
（西）

伊藤翼
（西）

春名竜聖
（西）

長谷川晶飛
（大）

平尾勇人
（大）

真田蓮司
（大）

田中裕翔
（大）

佐藤瑞起
（大）

木下慎之輔
（西）

畑下葵
（和）

森勇聖
（和）

若松来成
（和）

大阪7人
西8人
和歌山3人



大会紹介

●広州恒大が自チーム強化のため主催

恒大杯2019(4月29日~5月8日)

●欧州１、南米１、アジア２、中国１を招待

●2004年1月1日~12月31日生まれの参加

●40分ハーフで6チーム総当たり



結果

vs蔚山現代FC

vsパルメイラス

vs広州恒大FCスペイン

vs江蘇蘇寧足球倶楽部

vsアトレチコマドリード

●1-2

○2-0

●0-1 

○4-0

●2-4



●セレッソU15としての積み上げ
(即席チームでも何の遜色ない)

●ボールに対しての連動したプレッシング
(海外のチームは連続性を特に嫌がる)

●普段出場していない選手が公式戦を経験
(サンライズリーグ2試合を闘う経験が出来た)

●ゴールを決めるすべての質
(技術面だけではない。思い切りの良さ、貪欲さ)

ハナサカ報告(U15).mpg
ハナサカ報告(U15).mpg


第34回 日本クラブユースサッカー選手権



●4年ぶり2度目の3チーム出場
(ガンバグループ、サンガが不出場)

●3年生全員がメンバー登録
(U14上海遠征組は不出場)

●2019.7.15初戦～24決勝
(13日に3チームとも同じ飛行機で移動)



GL1

GL2

GL3

R32

vsブレイズ熊本

vs藤枝東FCジュニアユース

vs三菱養和SC巣鴨JY

vs東海スポーツ

●0-2

○4-1

○4-3 

●2-3

和歌山



GL1

GL2

GL3

R32

R16

vs柏レイソルU-15

vsサガン鳥栖U-15唐津

vs東海スポーツ

vsアビスパ福岡U-15

vsセレッソ大阪U-15

○2-0

○5-0

△0-0 

○5-1

●0-2

西



GL1

GL2

GL3

R32

R16

QF

SF

Final

vsサンフレッチェ広島Jrユース

vs刈谷JY

vsヴィットーリアス FC

vs横浜FマリノスJrユース追浜

vsセレッソ大阪西U-15

vsFC多摩Jrユース

vs横浜FマリノスJrユース

vsサガン鳥栖U-15

○2-1

○3-1

○3-0 

○3-0

○2-0

○3-1

○2-1 EX

●0-1

大阪



初めて全チームがグループリーグ突破
3チームとも1位でトーナメント進出



メンバー全員が試合に出場
GKも含めプレーすることが出来た

セレッソ和歌山vs藤枝東

セレッソ西vsサガン唐津



インテンシティの高いプレーを継続
攻守において連動連続、主導権を握る



メニコンカップに9名選出
西軍17名中9名がセレッソアカデミー

(バックアップ21名中12名)



●和歌山：チーム全体のベースアップ
やろうとしている「表現」から「質」へ

●西：逆境に置かれた時に跳ね返すメンタル
逆境でもタフに戦い抜く粘り強さ/決定力

●大阪：各ポジションにおける「個人」の存在感
突破できる/ミスが少ない/抜かれない

今後に
向けて


